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モデル実験1 条件④

• ダミーモデルの着地面からマットの天面までをh[m]

とし，h=1[m]とする

• 着地面を頭部,背中,腰,腕,足にした際の 最⼤加速度と

HIC値を比較する

高さ

h[m]

頭部

腰

背中 腕

足

各部位の落下体勢
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モデル実験の加速度-時間線図

モデル実験１の結果①

頭部が接地する

腰が接地する

再度腰が接地する
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解析条件と解析実験③

実際の物性値を用いたマットによる解析
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モデル実験2の結果，考察①

合成加速度-時間線図

・調整すると急激な加速度の増加が6回⾒られた

着地後，ダミーモデルが振動していたためだと思われる

h=0.5[m]
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